
研究背景と目的

多くの大学において教育改善の検討を図る目的で、学
生を対象に満足度等に関するアンケート調査が実施され
ている。また、満足度調査結果を基に、様々な観点から
の研究もされている。櫻井他（2020）は、佐久大学での
学生生活に影響する要因として、「教員に必要なことを
相談できること」、「交友関係を深められること」、「精神
面の支援体制」、「くつろげる場所」が学生生活への満足
度に有意な関連があったとしている1）。中下・八藤後
（2017）は、学業意欲得点を高めている要因は「1日 3

食、ほぼ規則的に食事をしている」、「ボランティア活動
をしている」、「よく会話する友人がいる」、「信頼できる
友人がいる」の 4項目であり、低めている要因は「授業
中の居眠り」、「喫煙している」の 2項目であるとしてい
る2）。武蔵・河村（2016）は、学習意欲、進路意識など
個人の目標達成に関わる領域と、友人との関係、教職員
との関係、クラス・ゼミとの関係などの他者との関係性
に関わる領域の両方が、意欲低下領域に関わっているこ
とが明らかになったとしている3）。
本学においても、入学時から卒業するまでの間に「授
業アンケート」、「学生満足度調査」、「短期大学生調
査」、「卒業時アンケート」等、学生は多くの満足度等に
関係するアンケートに回答している。しかし、それぞれ
のアンケート回答時期が異なることから、各々のアン
ケート回答結果を横断的に解析することが困難である。
そこで、医療秘書学科学生を対象とし、短大生活のどの
ようなことに満足しているのか、反対にどのようなこと
に不満を感じているのかを横断的に探索するため、医療
秘書学科独自の満足度アンケートを作成し、調査を実施

することが必要ではないかと考えた。
今回、医療秘書学科在学生の短大生活における満足度
と生活習慣を含む生活状況、授業全般、教員との関係、
学習状況など学習意欲に関連する事項についてアンケー
ト調査を実施し、その結果を報告する。

調 査 概 要

1．調査対象
医療秘書学科の 2021年度 1年生 21名、2年生 30名、

合計 51名である。

2．調査期間
2021年 12月 21日～12月 24日

3．調査方法と内容
倫理的配慮として、質問紙は無記名とし、研究目的以
外でデータを使用しないことを説明し、同意を得て実施
した。
調査内容は、櫻井他（2020）1）、育英短期大学学生満
足度調査結果（2021）4）、寺田他（2011）5）を参考にし、
調査用紙を作成した。調査内容の概要は表 1のとおりで
ある。

4．回答数
有効回答数は、1年生 21名、2年生 29名、合計 50名

（98.0％）であった。なお、無回答の項目については、
その項目のみを欠損値として分析から除外した。
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調 査 結 果

1．学生生活に関する事項
（1）学生生活全般について
学生生活全般についての結果を図 1に示す。「満足し
ている・やや満足している」と回答した学生は、1年生
80.9％（17名）と約 8割に対し、2年生では 48.2％（14
名）と 5割弱という結果であった。1年生は概ね学生生
活全般に満足していると言えるが、2年生は 27.6％（8
名）が「やや不満である・不満である」と回答してお

り、2年生の方が学生生活全般の満足度は低かった。
（2）校風やキャンパスの雰囲気について
校風やキャンパスの雰囲気についての結果を図 2に示
す。「満足している・やや満足している」と回答した学
生は、1年生 85.7％（18名）に対し、2年生では 55.1％
（16名）であった。1年生は概ね校風やキャンパスの雰
囲気について満足していると言えるが、2年生は 17.2％
（5名）が「やや不満である」と回答しており、2年生の
方が校風やキャンパスの雰囲気についての満足度は低か
った。

表 1 調査内容の概要

項 目 内 容
学生生活に関する事項 学生生活全般について、校風やキャンパスの雰囲気について、

施設・設備について、取得できる資格について※、
資格取得の支援について※、就職支援について（2年生のみ）※、
事務職員の対応について、短大での友人関係について※※
朝食について、睡眠時間（平日、授業がある日の平均）について、
就寝時間（平日、授業がある日の平均）について、

授業に関する事項 教育課程（カリキュラム）について※、授業の内容について※、
授業で興味深いことをたくさん学ぶことができたか
入学当初と比べて成長できたか

教員に関する事項 ゼミ担当教員について※※、教員に悩み等を相談できるか※、
授業以外で教員とのコミュニケーションがとれているか

学習意欲に関する事項 授業中居眠りをしているか、授業中他のことを考えているか、
入学当初と比べて現在の学習意欲に変化はあるか※※、
入学当初と比べて現在の検定試験へのモチベーションに変化はあるか※※

※：「やや不満である」「不満である」と回答した理由を記載する自由記述欄を設けている
※※：回答した理由を記載する自由記述欄を設けている

図 1 学生生活全般について

図 2 校風やキャンパスの雰囲気について
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（3）施設・設備について
施設・設備についての結果を図 3に示す。「満足して
いる・やや満足している」と回答した学生は、1年生
71.4％（15名）、2年生 37.9％（11名）であった。1年
生は 7割強の学生は満足しているが、2年生では 4割弱
であり、2年生の方が施設・設備についての満足度は低
かった。
（4）取得できる資格について
取得できる資格についての結果を図 4に示す。「満足
している・やや満足している」と回答した学生は、1年
生 95.2％（20名）、2年 生 82.1％（23名）で あ っ た。
1・2年生共に 8割以上の学生が、取得できる資格につ
いては満足していることが示された。2年生で「やや不
満である」と回答した理由に、「簿記の資格が取りたか
った」という意見があった。

（5）資格取得の支援について
検定対策等の資格取得の支援についての結果を図 5に
示す。「満足している・やや満足している」と回答した
学生は、1年生 95.2％（20名）、2年生 86.2％（25名）
であった。1・2年生共に「やや不満である・不満であ
る」と回答した学生はいなかったため、資格取得の支援
については満足している学生が多いと言える。
（6）就職支援について（2年生のみ）
1年生はまだ就職活動が始まっていないため、2年生

のみ調査内容に入れた。就職支援についての結果を図 6

に示す。「満足している・やや満足している」と回答し
た学生は、79.3％（23名）であり、8割弱の学生は就職
支援については満足していることが示された。「やや不
満である」と回答した学生は 3.4％（1名）であったが
その理由の記載はなかった。

図 3 施設・設備について

図 4 取得できる資格について

図 5 資格取得の支援について
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（7）事務職員の対応について
事務職員の対応についての結果を図 7に示す。「満足
している・やや満足している」と回答した学生は、1年
生 90.5％（19名）に対し、2年生は 72.4％（21名）で
あった。1年生の大半は事務職員の対応に満足している
が、2年生の内 13.7％（4名）は「やや不満である・不
満である」と回答している。その理由の記載はなかった
ため不明である。

（8）短大での友人関係について
短大での友人関係についての結果を図 8に示す。「満
足している・やや満足している」と回答した学生は、1
年生 85.7％（18名）、2年生 75.8％（22名）であった。
1・2年生共に、7割以上の学生は短大での友人関係につ
いて満足していることが示された。その理由として、
「楽しく過ごせている」、「何でも話せる友達ができた」、
「良い友達ができた」等の記載があった。

図 6 就職支援について

図 7 事務職員の対応について

図 8 短大での友人関係について

図 9 朝食について
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（9）朝食について
朝食の摂取状況の結果を図 9に示す。「毎日食べる・
時々食べないことがある」と回答した学生は、1年生
85.7％（18名）、2年生 75.9％（22名）という結果であ
り、1年生の方が朝食を摂取している人が多かった。一
方、「時々食べる・食べない」と回答した学生は、1年
生 14.3％（3名）、2年生 24.1％（7名）であった。
（10）睡眠時間（平日、授業がある日の平均）について
平日、授業がある日の平均睡眠時間の結果を図 10に
示す。「6～7時間」と回答した学生は、1年生 45.0％（9
名）、2年生 58.6％（17名）と共に多かった。また「3～
5時間」と回答した学生は、1年生 35.0％（7名）、2年
生 24.1％（7名）であり、「6～7時間」の次に多かった。
一方、「10時間以上」、「2時間未満」と回答した学生は
いなかった。

（11）就寝時間（平日、授業がある日の平均）について
平日、授業がある日の平均就寝時間の結果を図 11に
示す。1年生では「22時～24時」と回答した学生は
35.0％（7名）と一番多かったが、2年生では「24時～1
時」と回答した学生が 41.4％（12名）と一番多かった。
また、2時以降と回答した学生が 1年生では 15.0％（3
名）、2年生 20.7％（6名）であり、2年生の方が就寝時
間は遅い人が多いことがわかった。

2．授業に関する事項
（1）教育課程（カリキュラム）について
教育課程（カリキュラム）についての結果を図 12に
示す。「満足している・やや満足している」と回答した
学生は、1年生 85.7％（18名）、2年生 62.1％（18名）
という結果であった。1年生は概ね教育課程（カリキュ
ラム）については満足していると言えるが、2年生は 1

図 10 睡眠時間について

図 11 就寝時間について

図 12 教育課程（カリキュラム）について
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年生に比べると満足度は 23.6％低いことが示された。2
年生の「やや不満である」と回答した理由に、「必要で
ない科目があったのでもっと必要な科目を深く学べたら
いいなと思った」という記載があった。
（2）授業の内容について
授業の内容についての結果を図 13に示す。「満足して
いる・やや満足している」と回答した学生は、1年生
76.2％（16名）、2年生 55.1％（16名）であり、2年生
の方が授業内容についての満足度は低かった。「やや不
満である」と回答した 2年生は 13.8％（4名）であり、
その理由には、「授業がわかりにくい先生がいるため理
解するのに時間がかかった」、「よくわからない授業もあ
る」等の記載があった。
（3）授業で興味深いことをたくさん学べているか
授業で興味深いことをたくさん学ぶことができたかの
結果を図 14に示す。「できた・ややできた」と回答した

学生は、1年生 95.2％（20名）、2年生 72.4％（21名）
であった。1年生は概ね授業で興味深いことをたくさん
学ぶことができていると言えるが、2年生は「あまりで
きていない」と回答した学生が 10.3％（2名）おり、1
年生と比較して満足度が低かった。
（4）入学当初と比べて成長できたか
入学当初と比べて成長できたかの結果を図 15に示す。

「できた・ややできた」と回答した学生は、1年生 90.5

％（19名）、2年生 68.9％（20名）であった。1年生の
大半は入学当初と比べて成長したと感じているようだ
が、2年生では 7割弱と 1年生と比較して低く、「あま
りできていない・できていない」と回答した学生が 10.3

％（3名）いた。

図 13 授業の内容について

図 14 授業で興味深いことをたくさん学べているか

図 15 入学当初と比べて成長できたか
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3．教員に関する事項
（1）ゼミ担当教員について
ゼミ担当教員についての結果を図 16に示す。1年生
は 21名全員、2年生は 89.7％（26名）が「満足してい
る・やや満足している」と回答していた。1・2年生共
に、「やや不満である・不満である」と回答した学生は
いなかったため、ゼミ担当教員については満足している
学生が多いと言える。回答の理由には、「親身になって
くれる」、「相談にのってくれる」、「優しい」、「話しやす
い」、「就職活動の支援をしてくれた」などの記載が多か
った。
（2）教員に悩み等を相談できるか
教員に悩み等を相談できるかの結果を図 17に示す。1

年生は「できる・ややできる」と回答した学生は 81.0％
（17名）で、「あまりできない・できない」と回答した
学生はいなかった。2年生は「できる・ややできる」と

回答した学生は 69.0％（20名）であり、1年生よりも悩
み等を教員に相談できる学生が少ないことがわかった。
「あまりできない・できない」と回答した学生は 10.3％
（3名）だった。その理由として、「教員よりも親に相談
したほうが楽だから」、「相談しようと思わない」、「もと
もと人に相談しない」という記載があった。
（3）授業以外で教員とのコミュニケーションがとれてい

るか
授業以外で教員とのコミュニケーションがとれている
かの結果を図 18に示す。「とれている・ややとれてい
る」と回答した学生は、1年生 71.4％（15名）、2年生
65.5％（19名）であった。なお、少数ではあるが 1年生
では 1名、2年生では 4名「あまりとれていない・とれ
ていない」と回答した学生がいた。

図 16 ゼミ担当教員について

図 17 教員に悩み等を相談できるか

図 18 授業以外で教員とのコミュニケーションがとれているか

西山良子・竹重文雄・山本まりこ：医療秘書学科学生を対象とした満足度アンケート調査報告

― １７ ―



4．学習意欲に関する事項
（1）授業中居眠りをしているか
授業中居眠りをしているかの結果を図 19に示す。「た

まにしている」と回答した学生が 1年生 50.0％（10
名）、2年生 65.5％（19名）と一番多かった。「してい
る・よくしている」と回答した学生は 1年生 25.0％（5
名）、2年生 13.8％（4名）であり、2年生より 1年生の
方が授業中、居眠りをしている学生が多かった。
また、学生生活に関する事項（9）睡眠時間（平日、
授業がある日の平均）で「3～5時間」と回答した 1年
生 7名、2年生 7名の内、授業中居眠りを「している・
よくしている」と回答した学生は 1年生 14.3％（1
名）、2年生 42.9％（3名）であった。
（2）授業中他のことを考えているか
授業中他のことを考えているかの結果を図 19に示す。

1年生、2年生共に「考えていない」と回答した人が 5

％以下（1名）であり、50％以上の人が「たまに考えて
いる」と回答していた。また、「考えている・よく考え
ている」と回答した学生は、1年生 30.0％（6名）、2年
生 34.4％（10名）であり、3割程度の学生は授業に集中
できていないようだ。
（3）入学当初と比べて現在の学習意欲に変化はあるか
現在の学習意欲の変化についての結果を図 21に示す。

「変わらない」と回答した学生は 1年生 45.0％（9名）、
2年生 31.0％（9名）と一番多かった。1年生は、「上が
った・やや上がった」と回答した学生が 40.0％（8
名）、「やや下がった・下がった」は 15.0％（3名）であ
った。一方 2年生では「上がった・やや上がった」と回
答した学生は 41.4％（12名）、「やや下がった・下がっ
た」は 27.6％（8名）であり、1年生より 2年生の方が
学習意欲の下がった学生が多いことが示された。1年生
の意欲が上がった回答理由では、「課題がでることが増

図 19 授業中、居眠りをしているか

図 20 授業中、他のことを考えているか

図 21 学習意欲の変化について
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え、自然に勉強しやな！となりました」、「パソコンの授
業が特に上がりました」、「予習・復習をするようになっ
た」、「思ったより自分が勉強しているから」等の記載が
あった。2年生の意欲が上がった理由では、「更に多く
の知識を身につけたいと思った」、「病院実習に行ったこ
とで、自分が今学ぶべきことはまだまだ沢山あると気づ
いたから」、「わからなかったことがわかるようになって
きたから」等の記載があった。反対に意欲が下がった回
答理由では、「就職が決まって安心してしまっているた
め」、「難しくなって嫌になった」、「最後に遊びたい」、
「授業に集中できない」等の記載があった。
また、（2）授業中他のことを考えているかで「考えて
いる・よく考えている」と回答した 1年生 6名、2年生
10名の内、学習意欲が「やや下がった・下がった」と
回答した学生は、1年生 50.0％（3名）、2年生 40.0％
（4名）であった。
（4）入学当初と比べて現在の検定試験へのモチベーショ

ンに変化はあるか
現在の検定試験へのモチベーションの変化についての
結果を図 22に示す。「変わらない」と回答した学生は 1

年生 40.0％（8名）、2年生 41.4％（12名）と一番多か
った。「上がった・やや上がった」と回答した学生は 1

年生 45.0％（9名）、2年生 37.9％（11名）であり、1年
生の方が検定試験へのモチベーションが上がっているこ
とが示された。1年生のモチベーションが上がった回答
理由として、「一緒に頑張る友達が増えた」、「みんなが
とっているのを見て、負けてられないと思ったから」、
「対策授業がしっかりしているので勉強しようと思う」
等の記載があった。2年生のモチベーションが上がった
回答理由は、「病院実習に行ったことで、やっぱり資格
は必要だと気付いたから」、「自分のスキルアップのため
に就職してからも検定取得に力を入れたいと思う」、「知
識が増える」等の記載があった。一方モチベーションが
下がった回答理由では、「必要性が少なくなった」、「授
業とバイトでしんどい」、「無くても良いかもと思い始め
た」等の記載があった。

考 察

1．1年生の回答結果について
学生生活に関する事項、授業に関する事項、教員に関
する事項についての質問に対し、ほとんどの項目に関し
て 8割以上の学生が「満足している・やや満足してい
る」と回答していた。しかし、施設・設備についての満
足度は 71.4％、授業の内容については 76.2％、授業以外
で教員とのコミュニケーションが取れているかは 71.4％
であり、8割を下回る結果であった。
睡眠時間（平日、授業がある日の平均）を「3～5時
間」と回答した 7名の内、授業中居眠りをしているかの
質問に対し、「している・よくしている」と回答した学
生は 1名しかおらず、睡眠時間が短いからといって授業
中居眠りをよくするとは言えないことが示された。
授業中、他のこと考えているかの質問に対し、「よく
考えている」と回答した学生が 30.0％（6名）おり、同
学生の内、学習意欲が「やや下がった・下がった」と回
答した学生は半数の 3名であり、授業中、他のことを考
えているからといって学習意欲が下がったとは一概には
言えないことが示唆された。

2．2年生の回答結果について
取得できる資格について、資格取得の支援について、
ゼミ担当教員についての質問に対し、8割以上の学生が
「満足している・やや満足している」と回答しており、
他の回答に比べ満足度が高いことが示された。しかし、
学生生活全般についての満足度は 48.2％、校風やキャン
パスの雰囲気については 55.1％、施設・設備については
37.9％、授業の内容については 55.1％と 6割に満たない
結果であった。学生生活全般について「やや不満であ
る・不満である」と回答した 8名が共通して不満だと感
じている質問項目はなかったため、どのようなことに不
満を感じていると満足度が下がるのかを明らかにするこ
とはできなかった。
睡眠時間（平日、授業がある日の平均）を「3～5時

図 22 検定試験へのモチベーションについて
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間」と回答した 7名の内、授業中居眠りをしているかの
質問に対し、「している・よくしている」と回答した学
生は 4名しかおらず、1年生と同様に睡眠時間が短いか
らといって授業中居眠りをよくするとは言えないことが
示された。授業中、他のことを考えているかの質問に対
し「考えている・よく考えている」と回答した学生 34.4

％（10名）の内、学習意欲が「やや下がった・下がっ
た」と回答した学生は 4名であり半数に満たなかった。
1年生と同様に、授業中、他のことを考えているからと
いって学習意欲が下がったとは言えないことがわかっ
た。

3．1年生と 2年生の回答結果の比較
今回の調査結果から、2年生に比べ 1年生の方が短大
生活に関する満足度が高いことが示された。2年生の満
足度が低くなった要因として、コロナ禍の授業体制や来
学頻度等が関係している可能性があるのではないかと考
える。それぞれの 1年次の授業体制と来学頻度を表 2に
示す。2年生は、入学してすぐ約 2ヶ月間 manaba 等を
利用した課題対応になり、学科の学生と関わる機会もな
かった。友人もできない状況の中、多くの課題に取り組
まなくてはならなかった。一方、1年生は、入学当初か
ら、リモート授業と対面授業を行い、週 2日は来学して
いた。そのため、学科の学生と関わる機会があり、友人
もできている学生が多かった。以上のことから、コロナ
禍の授業体制や来学頻度は、2年生の短大生活満足度が
低くなった要因の一つになるのではないかと考える。し
かし、今回の調査内容に入れていなかったため、その関
係性を明らかにすることはできない。
共通して満足度が 8割を超えていたのは、取得できる

資格について、資格取得支援について、ゼミ担当教員に
ついての 3項目である。この結果から、短大生活の満足
度が下がる要因として、資格取得に関することとゼミ担
当教員についての関係性は低いのではないかと推察す
る。
特に 1年生と 2年生の回答に 3割以上の差が見られた
項目は、学生生活全般について、校風やキャンパスの雰

囲気について、施設・設備についてであり、全て学生生
活に関する事項であった。2年生が不満だと感じる理由
を今回は聞いていなかったため、次回調査する際の課題
としたい。
入学当初と比べて成長できたかという質問に対し「で
きた・ややできた」と回答した学生は 1年生 90.5％（19
名）に対し、2年生 68.9％（20名）であり 21.6％も低
かった。2年生の方が多くのことを学んできたため、成
長できたと回答する学生が多くなるのではないかと予測
していたが、本結果の要因解明が必要と思われた。
学習意欲の変化については、1年生・2年生共に「上
がった・やや上がった」と回答した割合にそれほど差は
見られなかったが、「やや下がった・下がった」と回答
した割合が 2年生の方が 12.6％高かった。

結 論

本研究の目的は、医療秘書学科独自の満足度アンケー
トを実施し、短大生活のどのようなことに満足している
のか、反対にどのようなことに不満を感じているのかを
横断的に探索することであった。
今回の調査結果から、2年生より 1年生の方が短大生
活における満足度が高いことが示された。しかし、本結
果の要因解明までには至らなかったため、今後は調査内
容を検討し、引き続き研究を行う必要があると考える。
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